
第
三
十
三
条
の
表
第
九
十
四
条
第
三
項
の
項
中
「
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
を
「
第
八
号
、
第
十
六
号
又
は
第

十
七
号
」
に
、「
そ
の
価
額
」
を「
そ
れ
ら
の
価
額
」に
改
め
、同
表
第
九
十
四
条
第
六
項
の
項
中「
第
十
一
号
又
は
第
十

二
号
」を「
第
八
号
、第
十
六
号
又
は
第
十
七
号
」に
、 「
同
条
第
五
項

同
条
第
二
項
中
「
場

の
和
解
の
内
容
が
第

合
す
る
と
き
は
」
と

に
お
い
て
は
」
と
、

合
に
お
い
て
、
そ

七
章
の
規
定
に
適

あ
る
の
は
「
場
合

同
条
第
五
項

」
を

「
同
条
第
五
項

同
条
第
二
項
中
「
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
和
解
の
内
容
が
第
七
章
の
規
定
に
適

合
す
る
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
「
場
合

に
お
い
て
は
」
と
、
同
条
第
五
項

第
九
十
四
条
第
八
項

都
市
再
開
発
法
第
八
十
五
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
四
条
第
八
項
」 に

改

め
、
同
表
第
九
十
四
条
第
八
項
の
項
及
び
第
百
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中「
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」

を
「
第
八
号
、
第
十
六
号
又
は
第
十
七
号
」
に
改
め
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

三

路
線
バ
ス
（
主
と
し
て
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
運
行
す
る
も
の
に
限
る
。）の
停
留
所
の
ベ
ン
チ
又

は
上
家

四

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
六
号
に
掲
げ
る
仮
設
工
作
物

附
則
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
る
。

（
都
市
再
開
発
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

都
市
再
開
発
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
百
条
」
を
「
第
百
条
第
二
項
」
に
、「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
又
は
第
七
号
」
を
「
、
第
七
号
又
は
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
第

十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
、
第
十
号
又
は
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
」
に
改
め
、同
条
第
三
号
中「
第

七
十
三
条
第
一
項
第
十
五
号
」
を
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
十
号
」に
、「
又
は
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」を
「
、
施

設
建
築
物
の
一
部
等
又
は
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
等
の
価
額
の
概
算
額
）

第
二
十
八
条
の
二

法
第
七
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
価
額
の
概
算
額
は
、
当
該

個
別
利
用
区
内
の
宅
地
に
係
る
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
指
定
宅
地
及
び
そ
の
使
用
収
益
権
の
価
額
の
合
計
額
と
当

該
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
額
と
を
合
計
し
た
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
基
準
日
に
お
け

る
近
傍
類
似
の
土
地
の
価
額
を
参
酌
し
て
定
め
た
当
該
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
価
額
の
見
込
額
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
定
め
た
当
該
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
価
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
宅
地
価
額
」
と
い
う
。）

か
ら
、
当
該
宅
地
価
額
に
基
準
日
に
お
け
る
近
傍
類
似
の
土
地
の
使
用
収
益
権
の
価
額
が
そ
の
土
地
の
価
額
に
占

め
る
割
合
を
参
酌
し
て
定
め
た
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
使
用
収
益
権
の
価
額
が
当
該
宅
地
価
額
に
占
め
る
割
合

（
次
項
に
お
い
て
「
使
用
収
益
権
の
割
合
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
合
計
し
た
額
が
当
該
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
価
額
の
見
込
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
個
別
利

用
区
内
の
宅
地
の
価
額
の
見
込
額
を
も
つ
て
宅
地
価
額
と
す
る
。

２

法
第
七
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
使
用
収
益
権
の
価
額
の
概
算
額
は
、
宅
地

価
額
に
使
用
収
益
権
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
、「
前
条
第
一

項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
こ
え
な
い
」
を
「
超
え
な
い
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
第
十
五
号
又
は
第
十
六
号
」
を
「
第
十
二
号
、
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
又
は
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
、
第
十
号
又
は
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
中
「
第
十
五
号
又
は
第
十
六
号
」
を
「
第
十
二
号
、
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
又
は
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
、
第
十
号
又
は
第
十
七
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
、
そ
の
共
有
持
分
若
し
く
は
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
共
有
持
分
、」に
、「
の
価
額
、
施
設

建
築
敷
地
の
地
代
の
額
又
は
建
築
施
設
の
部
分
の
価
額
」
を
「
若
し
く
は
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
若
し
く
は
そ
の
使

用
収
益
権
の
価
額
又
は
施
設
建
築
敷
地
の
地
代
の
額
」
に
、「
、
第
二
十
九
条
又
は
第
四
十
六
条
」
を
「
か
ら
第
二
十

九
条
ま
で
」
に
、「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
の
見
出
し
を「（
施
設
建
築
敷
地
の
道
路
部
分
の
価
額
の
概
算
額
）」に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

三
条
を
加
え
る
。

（
施
設
建
築
敷
地
を
立
体
的
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
）

第
四
十
三
条
の
四

法
第
百
九
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
都
市
計
画
法
第

十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
市
計
画
施
設
の
区
域
に
つ
い
て
都
市
高
速
鉄
道
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範

囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
と
す
る
。

（
都
市
高
速
鉄
道
が
存
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
建
築
敷
地
の
上
の
空
間
又
は
地
下
の
範
囲
）

第
四
十
三
条
の
五

法
第
百
九
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
都
市
計
画
法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
都
市
計
画
施
設
の
区
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
都
市
高
速
鉄
道
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範
囲
と

す
る
。

（
施
設
建
築
敷
地
の
都
市
高
速
鉄
道
部
分
の
価
額
の
概
算
額
）

第
四
十
三
条
の
六

法
第
百
九
条
の
三
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
控

除
し
た
額
」
と
あ
る
の
は
、「
控
除
し
た
額
（
法
第
百
九
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
施
設
建
築
敷
地
の
都
市
高
速

鉄
道
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
敷
地
価
額
か
ら
、
当
該
敷
地
価
額
に
基
準
日
に
お
け
る
近
傍
同
種
の
都
市
高
速
鉄

道
の
所
有
を
目
的
と
す
る
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
百
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
地
上
権

の
価
額
が
そ
の
地
上
権
に
係
る
土
地
の
価
額
に
占
め
る
割
合
を
参
酌
し
て
定
め
た
当
該
施
設
建
築
敷
地
の
都
市
高

速
鉄
道
部
分
に
係
る
都
市
高
速
鉄
道
の
所
有
を
目
的
と
す
る
同
項
の
地
上
権
の
価
額
が
当
該
敷
地
価
額
に
占
め
る

割
合
（
以
下
「
都
市
高
速
鉄
道
の
地
上
権
割
合
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
当
該
敷
地
価
額
に
地
上
権
の

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
）」と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
四
十
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
施
行
地
区
内
の
権
利
者
等
の
全
て
の
同
意
を
得

た
場
合
の
特
則
に
係
る
こ
の
政
令
の
適
用
に
つ
い
て
の
読
替
え
）」を
付
し
、
同
条
中
「
共
有
持
分
又
は
」
を
「
共
有

持
分
、」に
、「
又
は
施
設
建
築
物
に
」
を
「
若
し
く
は
施
設
建
築
物
に
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
指
定
宅
地
の
権
利
者
以
外
の
権
利
者
等
の
全
て
の
同
意
を
得
た
場
合
の
特
則
に
係
る
こ
の
政
令
の
適
用
に
つ
い

て
の
読
替
え
等
）

第
四
十
四
条
の
二

法
第
百
十
条
の
二
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
五
条
第
三
号
中
「
施
設
建
築
敷
地
若

し
く
は
そ
の
共
有
持
分
、
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」
と
あ
る
の
は
「
施
設
建
築
敷
地
若
し
く
は
施
設
建
築
物
に
関

す
る
権
利
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
掲
げ
る
施
設
建
築
敷
地
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
施
設
建
築
敷
地
に

関
す
る
権
利
」
と
、「
か
ら
、
当
該
敷
地
価
額
に
基
準
日
に
お
け
る
近
傍
同
種
の
建
築
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
地

上
権
の
価
額
が
そ
の
敷
地
の
価
額
に
占
め
る
割
合
を
参
酌
し
て
定
め
た
施
設
建
築
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
地
上

権
の
価
額
が
当
該
敷
地
価
額
に
占
め
る
割
合
（
以
下
「
地
上
権
の
割
合
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し

た
」
と
あ
る
の
は
「
に
、
当
該
施
設
建
築
敷
地
に
関
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
者
及
び
当
該
施
設
建

築
敷
地
に
関
す
る
他
の
権
利
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
者
の
全
て
の
同
意
を
得
て
定
め
た
当
該
施
設
建
築
敷
地

に
関
す
る
権
利
の
価
額
が
当
該
敷
地
価
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
施
設
建
築
物
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